


What's Pink Shirt Day
ピンクシャツデーって何？



ピンクシャツデーは、

ピンクシャツを着たり
ピンク色のものを
身に着けることで

「いじめ反対」の
意思表示をする日です。



ピンクシャツデーは、

こどもから大人まで、
誰もが参加することのできる
ポジティブキャンペーンです。

現在は、カナダばかりでなく、
世界的キャンペーンと
なっています。



ピンクシャツデー
キャンペーンは、

カナダうまれの
「いじめ反対運動」です。

実話から誕生しました。



舞台は2007年、

カナダ・バンクーバーの
ハイスクール

9年生（中学3年生）の

男子生徒が
ピンク色のポロシャツを着て
登校したことをきっかけに、
いじめにあい、
たえきれずに帰宅してしまいました。



その出来事を聞いた
上級生の２人。

彼ら12年生（高校3年生）に
とって、

その学校で過ごす
最後の年でした。



「いじめなんて、
もう、うんざりだ！」

「アクションを起こそう！」



そう思った２人は、
その日の放課後、

ディスカウントストアへ行き、
ピンク色のシャツやタンクトップを
買いこみました。

そしてその夜、

学校のメール等を通じて
クラスメートたちに呼びかけました。



「明日、
一緒に

学校でピンクシャツを
着よう！」と。



翌朝、

２人は
ピンク色のシャツやタンクトップを
入れたビニール袋を手に登校しました。

学校について
校門で配りはじめようとした
ふたりの目に映った光景は・・・



それは

ピンクシャツを着た生徒たちが
次々と登校してくる姿でした。

ピンクシャツが
用意できなかった生徒たちは、

リストバンドやリボンなど、
ピンク色の小物を身につけて
登校してきました。



いじめに対して、

学生たちは
言葉や暴力ではなく

行動で意思表示を
しようと立ち上がったのでした。



カナダの学生たちが
起こしたこの行動が
地元メディアで
取り上げられるなど、

またたく間に
カナダ全土へと広がり、
世界へと広がっていきました。
















